
令和4年7月1日現在

（ ）

事業費

副産物処理

総資産

(181,776千円)

経常収益 989,731千円

役 員 数

貸付金
（年度末残高）

0億円

6,083千円

設立目的

名古屋市中央卸売市場南部市場において、と畜解体処理に関する事業等を
行い、安全で衛生的な食肉の安定供給を図るとともに、食肉の安全衛生に
係る普及啓発活動を通じて、広く公衆衛生の向上を図ることを目的とす
る。

主
な
事
業

406,994千円

事業の概要

22,791千円搬入枝肉搬送事業
南部市場に搬入された枝肉の冷蔵保管及び各事業
者の加工場への搬送

723,455千円

事業名

(10,827千円)

内 流動負債

内 流動資産

総負債

内 固定負債等

175,759千円

(120,266千円)

259,230千円 282,061千円

ホームページ
ア ド レ ス

105,200千円

(11,119千円) (8,010千円)

貸
借
対
照
表

052-614-4129

85.1％

0千円

258,072千円

137,710千円
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設立年月日 代表者氏名 理事長 大井　健司平成6年5月20日

所在地

所管部局

052-619-4171名古屋市港区船見町1番地の39 電話番号

http://www.kosha.sakura.ne.jp/index.html

89,571千円

と畜解体・冷蔵保管

経済局中央卸売市場南部市場管理課

市出資･出捐金

電話番号

資本金・基本金

令和3年度

純資産（正味財産）

(105,737千円)

83,471千円

経常費用 1,005,821千円

(134,867千円)

210,447千円

0千円

内 随意契約金額

内 固定資産等

(112,132千円)

(125,076千円)

131,094千円 116,856千円 120,141千円

(214,670千円) (219,005千円)

140,966千円

(137,710千円)

0千円

(140,966千円)

40.6歳

(うち市派遣)

令和元年度 令和3年度令和2年度

正規職員
平均年齢
(市派遣職員除く)

1,199,977千円

84,721千円

22,831千円

0億円

1,155,010千円

1,182,783千円

補助金

(183,197千円)(161,416千円)

376,086千円 402,202千円

0億円

▲ 16,090千円

1,115,256千円

306,852千円

27,773千円

5,514千円

非 常 勤

9人

(

正
味
財
産
増
減
計
算
書

)

損
益
計
算
書

当期利益（損失）

職 員 数

▲ 17,660千円

経常利益（損失）

134,867千円

(うち市ＯＢ)0人

と畜解体処理業務及び冷蔵保管業務

内臓、皮、脂肪等の副産物を処理加工し、関連業
者として、卸売業務を実施

(うち市派遣)

21人

常 勤

80人

(うち市ＯＢ)0人

常勤役員平均報酬
(市派遣職員を除く)

正規職員平均給与
（市派遣職員、臨時職員、嘱託職員等除く）

2人

市
か
ら
の
財
政
支
出

指定管理料

役
職
員
数

委託料

193,829千円

2人

0人



経営に関する指標（共通指標）

○法人の自立性

○組織運営の効率性

○財務の健全性

○ 経営戦略計画（R2～R6)の概要
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令和2年度 令和3年度 対前年度増減

市からの収入割合
市からの

委託料・補助金・指定管理料

経常収益
33.0% 28.3% ▲4.7%

市との随意契約比率
市との随意契約金額

100.0% 100.0% 0.0%
市からの委託料総額

令和3年7月1日現在 令和4年7月1日現在 対前年増減

市職員の役員就任割合
市職員の役員数

16.7% 18.2% +1.5%役員総数

固有職員比率
常勤固有職員数

100.0% 100.0% 0.0%
常勤職員数

令和2年度 令和3年度 対前年度増減

管理費比率
管理費

0.1% 0.1% 0.0%
経常費用

令和2年度 令和3年度 対前年度増減

自己資本比率
純資産（正味財産）

68.9% 70.1% +1.2%
総資産

流動比率
流動資産

152.7% 163.4% +10.7%
流動負債

固定長期適合率
固定資産

79.4% 75.5% ▲3.9%純資産＋固定負債

借入金依存度
借入金＋社債

0.0% 0.0% 0.0%
総資産

剰余金（欠損金） 純資産（正味財産）
　　-基本金・資本金 154,030千円 176,861千円 22,831千円

経営戦略方針

業務の効率化による経費の削減、食品衛生管理上必要な業務の実施及び市場・顧客ニーズの的確な対応により収益を向上させ、牛
及び豚の処理頭数に左右されない財務体質の確保に努める。

主な経営戦略目標【戦略基軸】 主な成果指標（単位）
3

目標値
3

実績値
処理工程内で付着した糞便、胃腸内容物
のトリミング工程での見逃し
（件）

0件 0件

と畜解体作業を衛生的に行うため、と畜場法で定める作業衛
生責任者の資格を有する職員を増員する。

作業衛生責任者有資格者数
(名)

4名 3名

0件 0件

と畜解体及び冷蔵庫保管事業による事業収入、補助金と合わ
せ、安定的なキャッシュフローの確保に努める。

一般正味財産期末残高（剰余金）の累計
額（千円）

1億円 176,861千円

生産性を維持しながら、経常経費の抑制に努める。具体的に
は、毎年の定期昇給分の経費増要素を経費節減で吸収でき
るように努めることで、剰余金の目標額達成に寄与する。

経常費用支出の総額
（千円）

1,064百万円
未満

953,532千円

内臓・副産物の金属異物混入
（件）

と畜解体の技術、品質を維持、向上させることで、生産者や購
買者の信頼を高め、南部市場の集荷促進並びに取引の活性
化を図る。


